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直董●●bミ← ～事〇計•について鑑塵•か＾零霧う～
改簑参画セミナー4回目は、言らしに記呑したmの行釦サ画4つに焦点をあて、そnぞれの雰Illごとにグル

ープをつく↓八いした．巾の痘出曇，，ら軍財を覺l9るは力でEnもガ薯らしや＂し Illうに＂がこは層 dでeる

ヵ、行政との協働のまちづくリを男女平等参薔の唄点力ら遍めるためにa何ガ必要か、比減，，ら声とあげるな

らとのようなことns姶めるD'・嶋々 、とのグループも沼邸賢てや鼠兄交艮が行わn裏した

（ギ勇吃はギ絨l咋 9"2lBに` 火塵しました」

。 緯宮名計画・陣害名褐祉計画
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饂古蓄を取，J塩＜
社會構勢の翼化や閻董する追憚・属ばこつい

て学已しmしこ
鱒吝蓄か住みなnc！虹裏で目立した生活

を送るために必曼なこと1a愕，，、バリアフリ
ーと人膚の項点＂らきえ江しこ 。
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少子化の追行や、子ともや門te阪，）塁＜
凛境の壼化の0で、本当に必要はサービスとia
鱈か、iii民と行政の協慟で愕がでさるか•••

そして、珈こできることは帽力ということを
し・っくり考えました．

e裏齢言は出直

斥虚
"“D咬区は、一人●らしの憂鵬名が多い

んでか」「いつまでも元気でいさいさと遍
ごけには・・」零．
誼にでも棗る名綾その玲諜もが可能

，，ざ，）目立てeると這とは．活発な惹見
釦め，）はしこ．
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食の安定供給と震藁濃

朽の蒙閾と董めるためC.
mのざ画ガ計画で終わら
ないために・食•こそ男も
女も関わって行＂なけ n
ばならないこれnSの謬麗で，，．

ー●人羅ガ少“‘クルーブでしだガ、内琶の
濃いクループ討誡ガ行われました，
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～萩労をめざすあなたを応援します～

電 三
「再就職のためのバソコン技術講習会」 11月6B（火）～29B（水）

日商PC検 定 3級 （デ ータ活用）合格をめさ して

センターでは、女性のチ只んンジ支援面箋として、 紹婚・

出産・介遁等により難澱し再就覇を袷望，，る女紅を対象

に、バソコン隅匡と実施しています．令年はエクセルの検

定である、 「8商P頃定3級（データ活用）」の合格をめざ

しだ技術潤習1出8問と、面接のノウIIウや円就簸に役

立つ栖報を冦り込んだセミナー(28閤）l;:'.15名が挑戦t

その投ほをお上しポー凡ます。

女任の政策零画ヒミ-r-・.sl＆女任学公開セミナー

～キーワードで読む女と男の100年～ <Eこ>

一

・再就職準備セミナー
ぼ ・船ウークセミナー）11/19

「IO3.Iで作る譴務経歴●」、r面援官はあ

なたのここと視るJなど、再託諏と成功させ

るたのの心嶋えやボイコばとえ＼ての鯛巽と

実授℃,,-.r環擬面殺Jは、グループに分かれ

て夜閉を交代しながS伍駐 あ々らためて邑分

の8繁でやり1111匹る闘しさCヌつ

いた人もいたのでI.:?

精師 ；葦藤
プロフィール

1％がr..ffi瀾'"生まれ令
雌愕芍9)編磁でを経て． I的4年に 99碑小説 （ちくま文鼠）でデビュ-.疇H祈
聞惰四9を務めるほか．＆紙はで文芸評涵や芍訂などを炊渾する． 2002似 ：9文双
統写さん；rJ(訊＃喜房）で第-I司9lヽ林秀鯖内受ti,il!l•沿如： 9物ば言いようJ
（平凡社）、 9それ・9てどうな，，王渡』 （白水社）等がある．

女人.,.?9)桂史． R沿家字の9船．セクIヽうや仕箆釈にまつわる言渡・猛ほ，，妥（にまで
具体偵を母：介が’沢）粘11とてもわかりやす<. rあいうえれ攻釦，i受講者から 1二
れから，，J. '1!,に生かせる• Jと大好39でしと＃邸）内守，，→乞をまとめてみました，
（四＇姪9が平btJ 9年I0月Jll al：士託しました）

● ’1一ドを炭った噴粕料粗書
J>f店戌や、 U己PR<l>書ミi
が学ぺて1~に立もました．

・ •Iいのポイン Iヽがよく分か
りました．

● 屁炉らしっか1）学ぶことが
でて． n信がつさ2した．

● -i滋訂¢Jさだったので．安
心して参llOでさました．

・敷緒翡冬詮品が

『女大学』の伝縞

このI砥 男 “ 平尋Cどの4うにして董んでeEn．その鬱史を麗口足てみてい巴たい、
I砿国、虹平等を説いたのIa櫨m饒5だった．節芯行にも讀脅＂凸璽と王置していた Cも，，nわら，，． i且誇ゆ泌予の
ための遷• E 』吋噂を曼け凰ていて．醐cll色さワ見Sを忘ていない、

m大学1は、賓瞭箪収淑邸111.寧頓元巳に磁ancon●初でが）．珊mmの＂女大学』 （明治3窯 lgで
屯糧0女子tr.II●か出薇されc.内割mぇ滉． ，fえ,;ti“コ酎tb『文大字宅籍1に1こ． 9立5人C便わ
neo咋 nぼ彎をa<して鯛m亡へりくだソ・みUえてf119の慟9たなるぺns，， 只を“し＼ 虞色l1!ス 3“”'"'て
になユiえて轟SS，，目らIlleこeみ襲ろを欝巴食を雙え主み纏ビ・し遵りし子色禰て •nE浣い•••J 永週C
ああしむこうしろと叡．、てある．全く0どい内害だ、多くの女たちに曇叩＂に『父大字』の世＂にあっ巳 Dである。

そ””おにもっさ臼輝戌rJグツと翌わり． I女大掌J匹珈ざ痴平等℃“ったnのように；；えI:!.しUし、 「g子も
ちゃんと摯置しろ疇し／3し字・止なって1ユ1/9ん包 lといゴ置C亭鸞lo'.I””てい迅ゆである．
こ0「“大学」つて砂を見ていると．露彎“更壽又彎みたいなものnら、疇沢薗門のJ．ぅC非常ピ葦んだ慮憲た糟ってい

るのにふC 調けるととう“叩という、●0鳳ヽ 5は今も匹mu吐懇っCり“`

女性誌がもたら した文化と意識の変化

飲如に い な が澤 邸、女郎流曲切邸た豆えごとにォ四oI::お，JなあるtJ李レベルで!,I_t!t/'J平苓巳瓦視し
ていくには13なり碑凹匹nったこ
ro年代初砂「ウーマソ＇）プ運閲J1;;、現缶閲奴平等の菩えを3Jろ出しC新ししものごったn、国団I認さer入れななっこ

し/JI,. 勾代1；；；完女平平口切な巽しベルで叙1:いった•
そのことは女匹r叩・叫 rnon．喝 の 影響U兌逃ゼぃぃ．2つの磁認t由釆する臣粟「アンノシru1..-. s,.11に綬と

させる文化をつくっC・紐,.. 鼈うもの力ら買うものへ 糾理Ii>食べ歩さやク•j千ングといった愚珠的なものへ． そして家の岡念
や竺帆5「イツ9)ア」とn「あゆ三つくり」という言葉てファッシコンにぶった．父性こち'-"外gi!:楽しみ氣行に出力口る
というライフスタイIぽ手こ入れた家亡爵じ込めらn暢られてい口利代ば、ここで大さく転巽しCのご
印年9れにもリフTミニズムaメり心さこり這切ると70四代9暉代のスロー）JンI• r~よ外に出4」だったと思う．叩'1'1t

c r，よ家へ帰nlというス0-”ン1J出てさた夕そしておエコXコ廷印5巾 leal,8いちを父と16'露訊9Jというコ
ビーをボスターClil!~I叩凋で鄭翡I合・一決で変わった．
令上半期ペスト ヒラーである m寧さちIvと守る」「緬が℃さる．Iの 『又匹碑91::、 「ドーンC諷えていnIm‘‘

lvi!d.」の 〇訳紅Uの？つ包比べてみると、罪零じジェンダーパイアス1Jn1Jつているという8「女Enくあれ、男1i,19くあ
nJI::いうことび合も強く殊つているというこc;/1わかる¢)である鵠

拿＂虹濫這蝕こミプーと企聾と

再就諷を目指して、怠叙しやばいで参加ぷたのl;;l,
⑳ 代 ガ 琴0代までの15名。実技濤琶1a:、至迫演習力ら始

まリ応用演習の後、練習固語を解＜形式で追みました。

濶 駆 終 始 明るい雰眉気で、家庭で過34啜 目の長かった

人も、自然と溶け込めた様子ぶ翻面の豊福先生の丁寧で熱心

な指導に、多刃者の不安な思いも消え、8に81;:.上違するの

を実感しなガらの全7濶 問該悶座が終了しましだ，

12月になると08のようこ検定合格の報告があり、

担当吾 巳とつてもう礼ん＼紐果がでていま""・//--企業と再チャレンジ女性

との交流会 19／お

琶鑽関係の人事担当吾に「ll!i隕の説状と求められ

る馳刀、liilllcla?につ 屯 暉攣9ない貴璽な誌

色していただsaしだぷ切なのla、しっカリ準蓄して可

接に望み口分をアビールすること•つばり、r証瞬力JI!
つけろ•：：／ー＾ ・プフンクのマイ） -"1111"'、J!I，，西
験と愚欲の了—ルでわバーでeる＂と蕊

n勇元づ9らし

チャレンジ文と0虹t令3 ● 11分のrm鳳への只欲を

叩;,~紀m皿との夕はm. | 讀誌する槙全になrrc、
そけてよかったで,r.

コンサルタントによる鉗99濾ほ

●3 男女年弓複近ビンタージャーがし

● 企菜がどんな人＂を求めて
:べるかよく分かnました

● 氏唖I閲hwmu肛がlllltて．
とても役に立らました．

史上最 肇のささやかな『あいうえお攻攣』 7
 胄女旱転0常生活でこそ大●臼ブピ．そnehns俎1人や罰員をdる国った人C910るささや，，は反●●嶋しtr~ヽ

うえぁ衷 -1!1介しCい．
• I昂I只nる` r，，の戴島口庫＂＂王 3~1るJ,.で：：と邑われたらラ，，兄nる 「え～っl』r零I,..っコD91 r(II,じen
aぃJcネ帽テgr蠅．ぶんD麿 る と っl!?lと lぬ I

・「い1惑る。感1）の裏明だけどそこで不コに感つてロツメ. r1aあ～．そうはんで/.1.ち4つた1!1つにな網l鴫と昂う
と大厄〇人はドキ1)とdるらゃnして rォーこわ•~ I Iと；；ゎnても「当たリ薗でしJI Jつてター1レCやってくだ

さい．
・「う』うなるa 「Ill釉いnも10れ砒＼けと虹3女ら区鄭埠らし＜dむ況凡＼ヽ d9うんだが1 という人げ，108、
rは0～ん）「ふぅへん1.¥1”<や::,＜リと．。そっ9つ諷C思ってるんでdがっt.¥I編

・「えIS 「えつ 11ということ・ 「えっ？l「えつ 11rつなとあっしゃいましこ？もう一置ごつtいこだワま<JIJI J 
叫 ,t.r薗e繕て“らい、ヽ ぞ Ill:¥、、うことを即用してa<Dである．
・「己Imゥム逗し．こna罰L 相手のコうことをそのま四•lJ逗も飢えば「女を利印nm,9いじゃ紐ヽ/JJ と；；ゎ

nc`人9る r夕を利出己るIr女を利士dるIr!<.を呼dる 1 つてとにnく•I）隠d.

？ 
男女平¥'llfl遍センダージャーナ9し 6● 
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女性の政蛤参薔セミナ_、6;
謂演会「セ性の身体と自由をのくって」II月16日（金

直師：若尾典子（保立広鳥大学教授）

性と生沿の廃箪誌つ女性Eとって、自分

醗の『到靱疸gl!IJ切知眩心犀こ

1::.£池たちI担 当Cヌかてい改3でしふ

う力？女性問題の・塁るを、貝体の自由と撲

力という視点で吾え、自分の手で自分自哀

の自白匹現していく、穀り芙していくこと

のIll要訟女以訳語っか口生ましこ

もつとし・?<:-.濶さたいという口む

一

講淡会 「わたしの身体捻わたしのものJ 11月17日（土）

虞師：橋本明子(W証 DOインス トラクター）

父送の性暴力に舌し1vだ体を棗I讀漬会 IJ抵え、現頭 郎砂吟9-t.
hEし0＂して活珈する虹さん被幻9どのぬ

””‘” にして配託取り戻し元安になっで＇つ

だなその『過磯々と、しか項に1；；慈

りの芦も交えながら疫包ていたださま

した涸しい人に愛さn大:Illこさnるこ

し1:1、とれはし．の力ともたら寸ヵ，逆に

自体を高めらn糀l(!)ように扱わnる：：

とのましさ・・・・・様 な々思いを、共感す

るこaプでさ乱ぷ

ピデオdeトーク 11月160{金）

fテートOV計巴わりよう愛と支配J

コーディネーター：石本宗子

ピデオ『恋人カシD暴刀馳見て、感想や意見交換包つ切！←

ブに別nて実施切恋人を支紀しょうとする閃係の沢常さを印象つ

け U丈：デ万でしだが、ウイタイのメールとチェックするような恋

愛閃i系ともつ石がるのでは・・・・・・との意見も出ました。そこ力ら、

互いに笥リあわない男女（天燐）の閃係已ついて筈えてみると｀

況実の天茄閃怜では、ワっこっ女t四9闘らnaていることにえ

念、若い人たちばか収別透荘でないことにおが広がつで、＼きま

しだe

女性に対する
暴力をなくす
キャンペ―ンれりl

紐年．n月25日は＇女性に対する暴）J歎廃1'i1即a,です．
囚は女性への母力をなくし人権尊重について~I！解を広め
るため． 11月L2El~25CIをf女性に対する品力をなくす巡

動Jの期間と定め庫II旧 ゃ関係機l娼、民IUJlill（本と協力逃択
して社会の訟涙啓発に取り絹んでいまず．．

久留米市9)女平等推進センターでもこの時JOliご’女性に

対する暴力をなくすキャンベーン9として．関連事業を尖舶

しました．

尖ほとお話
「セ性0ため0讀身術WEN=001

市民公募企画 {Sば～ぶる，)ポン）

＂印 7日（エ）
塁誦；揖本明子仰Elゆ 0インストフクター）

咋のだのの通；；村WEN心0の理謡I::.実
証学ひましこ．カナタで同発さnたこの洒哀

胡は、双蘊してくる相手をひるませてその翌に

逃げることを目的としていることと、ま寸確認．

塁体を1'!1?ったe々 な護負の投瑚を参加呑各人

が学んでいさました。硲張感のな力にもなごや

かな雰ll!I忽の2詩問でしたぶ綾は「あなたの

ことむ決のるのは狸7」の呼Unm2、「私ふU
と0いつばいC途え｀女性同士のつながりの

心強さ匹感しましこ．

石井聞子・爆9i（囁＊環9苫’セル
フテ4フェンス9三石算刊より）

一

トーク 「暑が躇 るセ，，Iヽラ対策」11Ja!21日（水）

頑緬：大中J遠生 （塁財市人専ぽ謀且犀生係長）

平岡 頭治 （くるうぶ•NOitクシュ7P.／ハラスメントスタッフ）

それそれ泣う立名で、Eク／1つ対策cn11わっで，＼る男

9王2人のあ品也迅さまし疋
ぼ這CおけるEクI¥:5対；；；が雰務づけ却るようになっ

碑在、相設の中であこる二次被宙に目を向口るご5℃1a.
ないかという平岡さん。福岡Cク／＼つ茨判支坦以来18缶

という忌の長い活動経験と花リながらの恵見でし己
咆万、セク／1つの予約とセク／1:5経吝が起きたときの対

応に::>.,¥て置爆℃礫務手1員を定めこ祖碑介疋大
朽さん。波吝が妬大ワる前1JJ楢狡体ill/J)充実にこそ懲羹

灯あり、予防にもつながるの℃はないかとの寂望が述べら
れし乙

会場ガらは、実拐上の工夫や舌労に関心を寄せる寅問
や葱見が出されまし茫り

負'Ji乍劇交流会 「なくとうDV．性曇力J 11月25B(B)

出演限定ユニ ノトKUMI, S・ば～ぶる，）ポン
NO IS H くるめ、センター•バックバッカーズ

日常のーコマを）アルに演じ茫マ劇

四 nSFファブタジーや渓画とアレン
ジ たものがあるl:JI:..思うと、ユニット

にる朗紐
演じる人と見る人ガ詞問と空問匂共

有しC一つになったよう，DVの3輝 さ
や被宮者の無力愁が切々と伝り文

きました。るい恋人たちの関係も変

ょと」吋‘•ー -1逗のクIレー
プでディヵゎツ王ノ＄む上がリ志ぶ：＾

ニュ→ 二
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れ
て
い
る
事
で
す
．

こ
れ
が
セ
ク

11
ラ

11.へ

の
輝
●
？
・

こ
の
笞
付
に
箆
し
て
、
昨
年
6

月
頃
に
被
寄
笞
ガ
ら
寄
ピ
ら

れ
て
い
た

eク
ハ
つ
被
害
を
訴
え
る
文
霞
も
、

現
総
長
が
と
り
あ
り
な
力
っ
た
こ
と
が
朗
る

み
に
出
ま
し
厄
•
さ
ら
に
殿
近
で
は
、
文
郎
科

学
ぢ
力
ら
の
揺
お
に
対
し
一
、
現
総
g
cr｛籾

に
る
な
ど
の
行
為
は

n火
の
年
齢
の
人
の
親

愛
の
情
を
表
す
行
為
だ
っ
ど
と
い
う
哀
宮
も

あ
り
、
E
ク
ハ
つ
為
へ
の
認
繊
の
な
さ
ガ
明

ら
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
位
を
利
し
疋
明
ぽ
か
つ
悪
霞
な

nク

シ
ュ
ア
ル
・ハ
つ
ス
メ
ッ
ト
で
あ
る
に
も
ガ
”

ゎ
ら
ず
、
長
い
期
両
に
わ
だ
っ
て
閑
姪
迅
涅
灯

さ

nて
こ
な
か
っ
た
苔
景
と
王
因
が
、
こ
の
現

総
伝
の
含
動
に
茄

nて
い
ま
す
t

●
分
の
●
停
は
●
分
の
も
の

仮
に
天
燐
、
親
t

ま
で
あ
っ
て
も
、
国
分
以
外

の
人
唸
の
体
に
粗
れ
る
―ほ
め
に
は
、
塁
本
的
に

そ
の
1
の
拷
ち
王
の
計
可
が
必
要
で
す
。
誰
と

ー

ど
の
よ
う
な
匝
紺
で
接
芍
る
か
は
、モ
の
体
の

月
ち
ェ
が
!Hltlil!.1決
め
る
こ
と
で
刃
そ

n

を
、
吝
可
も
な
く
、
逃
れ
に
く
い
環
滉
を
作
っ

℃
｀
畠

eに
、
祁
引
に
行
う
こ
と
を
r
綬
愛
の

情
を
表
し
た
」
と
言
う
の
は
、相
手
の
人
格
の

魯
化P
-eり
、
格
手
の
主

g、
自
己
決
定

を
臼

nし
て
い
る
と
い
う
自
微
が
な
い
こ
と

貪
呈
し
℃
い
ま
芍
．

こ
の
よ
う
な
発
ー
0
が
公
然
と
行
わ

nる
こ

と
に
ふ
る
被
害
老
の
不
峡
薮
や
足
喜
、
ヨ
厳

へ
の
る
み
に
じ
り
な
と
1
、
俎
像
に
絶
す
る
も

の
が
あ
り
ま
弐

被
害
者
の
心
情
を
理
解
し
石
い
で
r
E揺
君

の
跨
安
の
吊
を
り

nっ
て
ほ
し
い
J

と
自
己
弁

濃
サ
る
こ
の
ふ
う
な
苫
葉
を
二
次
加
官
と
＿
0

い
ま
す
ク
こ
の
体
貧
こ
そ
が
当
学
校
法
人
の
C

ク
ジ
ュ
ア
ル
・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
潟
豆
し
、
随

兵
し
、
低
蔽
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
．

・
t
iの
両
点
績
を

セ
ク
シ
コ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
laCカ
g低

を
苔
景
と
し
た
、劣
泣
に
あ
る
相
手
の
入
格
に

対
す
る
性
的
手
段
口
よ
る
臼
か
し
で
寸
•

4品
I

の
事
件
か
ら
、
℃
ク
ジ
ュ
ア
ル
・ハ
つ
ス
メ
ッ

ト
と
は
両
力
と
い
う
こ
と
を
再
度
肝
に
鈷
じ

る
と
同
特
に
、自
分
の
繊
為
を
再
点
検
し
、
動

ざ
ゃ
す
い
、
風
送
し
の
良
い
凪
逗
隕
玩
E
も
っ

て
い
る
力
を
吾
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
．

••••• 
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'
宣

さ

組

権

思

女

高

の

J

外
忠
た
族
人
な
性
絹
強

~

詈
；
品
言
喜

i

こ
三
琴
詈
晋
竺

回：
g
s

J
5
竺
暉
任

rm;
？
るま

き

3
界

の

g

ぎ

~
t

}
ペす

第

世

B

-

二
胃
言
喜
芸
~
～

~

号
召
且
苔
羞
〖

~

．
詈

て
お
め
ば·;
i

嘉

5
~

立
宕
ば
ば
閉
盆
沼
靡
う
仕
民
項
~

界

ペ

~
；

砂
品
丘
ぎ
匹
丘
且
~

たi

冒

．

裔
米
地
球
市
岱
・
フ
ン
“
ア
(
7
の
会

c
k
o
v
cごは
．
3
0

0
6
年
9
月、
N
P
O
法
人
と
し
て
設
寸
し
ま
し
た
．
ユ
ぶ
”
枯
動

は、
1
9
9
4
年
に
111中
公
氏
詔
の
f

困
印
始
乱
う
ン
テ
ィ
ア

百
成
鵡
庄
L

を
安
憎
し
た
Ii止
b
人
が
f

久
留
釆
而
外
ポ
う
ン
テ
’

7
サ
ー
ク
ルJ
を
翌
年
4
Ji
に
発
足
さ
せ
た
＂
が

g
iの
さ
っ
か

＂で

す
．
K
o
v
cは
．地
速
布
民
の

一
艮
と
し
て
．
未
火
を
阻
う

干
ど
も
た
り
を
含
め
広
く
市
民
~
しI
fび
か
け
‘

督
辰
恢
の
謀
題

算
決
の
た
め
に
1
口
り
及
び
因
班
保
全
な
ど
の
、
社
会
に
双
紺

す
る
こ
と
を
翡
に
宅
双
活
即
を
し
て
い
苓
．

こ
れ
ま
で
の
活
幻
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
・
モ
ザ
ン
ピ
ー
ク
の
r
託

回
収
運
動
の
父
快
怜
口
と
し
て
の

gn転
出
寄
閉
泊
動
』．
母

印
コ
ン
サ
ー
ト
氏
動
」
・タ
イ
の
f

地
島
の
市
場
づ
く

n
の
氾
公
協

〗霞
の
パ
ザ
ー

e出
展
し
て
い
ま
す
．
r

マ
イ
沼
づ
く
り
J

の
牧
笠
を
園

い
て
、
環
度
問
題
を
取
り
上
げ
た
活
動
も
し
て
い
ま
吃
ど
ん
な
所

伍
を
し
て
い
く
か
に
つ
い
で
は
、
会
の
メ
ン
パ
ー
が
随
い
記
し
合

い
を
行
っ
て
い
ま
す
ぶ
＂し
い
＾

gnも
芥
界
し
て
い
ま
す
の
で
．
ぃ

つ
で
も
皆
さ
ん
の
ご
参
屈
を
お
科
ち
し
て
い
ま
ず
．

●●筐・llfi●

久船女m舅措童セ:.19-
.....西？

久・績如叫駆雫m，，，・
え～るピア久鎗功9
T旦

•AX.094230fmI 
U"-.hmガ／www.,,-.,,u,,..屯ェ¢aPO

ヒ匹R4mp磁 C99“"止 9e.9北Jma.p

匹

,..會
”!I.  

・切9 畜諷久賃四いら約9⇔ {m 正 ）
●ベス這` 久書謁訟らns",.._,＂激から”

頃軌璽籍1.,.“む,_.
●駐蘊鳩，圧I“ごご1屯す瓜瓜9でりには

a●べく公瓦・疇．＇をご 99用くだ包い．

國1情＂ス テーカン
ァメIIn暉ヒューマン・ストー,,_

DVDの
菖し出しOKI

さまざまな玄色の生さ方や王人公のひにむeさをお葦しみください

雇
t

し

A

＼

重
、

；団体

511,』＿-＿

1

身
近
な
こ
と
か
ら
国
際
協
カ
・
環
境
問
題
に
取
リ
姐
む
ー

「迷子の大人たち」 i"92E,11ヅ

文r：戎 rnr：←ル1こ心l•O茫もも< -"も—

”七ある家,'lit:ちr・;;"回されるを1,．とigkmi:、
こに突＂ ・丸9Iとシ‘J-.・;,J,.,.:、←て，ご1i:：f:.4iS
rゥ",e:I巴1；うITらr'る芝＼気i;;.ッぷいけと＊？ 

喪EIO.>&.をt;lぶらるじぷ＂、そい 5悶盟IJぁ，；4さ

さ．ー王朽ね三さdぅc~ る京浜そnそroえがJ

四る呑l.'.シ名t'」えるヒJ-7:・・・ストー，I-I 

［フzレスト・ガンプー駐ー会」⑭0紐"''心

だ9A3 ,．31.,.＇皿みごい：：：ら迅 ごヽと；；19I!!l'llJ-，
ている、7とf.fわ！hcbt這の了と1.てとr臼て

ら11ご｝Jンプ2あるO.F祁虻Er：いIふのら11/::"'):,
フ1こ．（.J-ジTニーむぼ 9てII~ ・・ヽぅェr:i釈がと

駆n士ッ：：： ．つてし、ストの汎費a..ンと．辺日m^々
の氏）Jを受

•1‘tを超えて笠さr'る、：＇とを~l,IL-.l: l'aで4

f代理人J10紐碑 ,,,・，
J;;はで．qせされさ虫人q:ii',そウ知ら湯を名出
l·だマー：）し • 卜に破を 1 ・・’tヽこ名9,..F蔓',9冴

；；渇礎1.11.＼翌c•tL真llてふK4るイ ’fi'O)砧：••あ
る口交紅北ぶT迅9E9？下v茫天士人9イラ，-nmt‘
0細了どもと致サPそうこ1救判．と起．？4-了と
i9を必̀ .)9 9の迫•99治旦℃名うこぐ．：・・ る 9 ケ
,'.CつてQ汚せcl;？さ＆ぷよぶ辻会迂起を投げ
;；1でき咤吊で4.

2100土宮忠念＇ 9... 紐平等汎廷CンタージャーアJI, 8● 

コ , 1 r
 


